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2.5億年前の枕状溶岩

灼熱のマグマが陸上に溢れ出て溶岩流になるのは火山でよく観察されて

いる.1,000.Cから常温へ液体から固体岩石への急激た冷却過程を

これほど巧みに要領よく説明してくれる地質現象はほかには恋いだろう.

マグマの性質･火山噴火の様式などによってもちろん溶岩はいろいろ

異枚った形態をみせてくれる.と=ろで水中ではどん次溶岩ができる

のだろうか.

最近ドレヅジされる海洋底の岩石にはアルカリに乏しい玄武岩がたく

さん確認され枕状溶岩(Pi11owLava)の産出頻度は高いという.

海底火山でマグマが噴出すると高水圧下の熱水層中へあたかも水銀が

ころがって回転楕円体を作るかのように円柱状の溶岩に分離してゆく

らしい･陸上とちがって誰もその形成過程を目撃していないのが残

念だがこれが枕状溶岩のもっとも普通改でき方であろう.写真は長

径40cm短径20cmのピロｰの断面短軸に沿った内核(向って右

側)から外殻の部分である.

内核から外殻へ粒度淋変化し丁度右から左へ向手本て球体力粉離してゆ

きピロｰがはじき出されるような錯覚を与えかね次い.詳しくは本

誌9頁･第48図を見ていただきたい(写真の横の長さ=約6.5cm:大

薄片の一部)･(文服部仁写真正井義郎)�


